
令和 5年 3月 7日 
  

ベトナム官民合同委員会結果概要 
   

日時 : 2023年 3月 2日(木) 越時間 09:30-12:00 

場所 : Saigon Hi-Tech Park Training Center (SHTP-TC) 

参加者数 : 50名 

政府(2) :        越 SHTP-TC(2名) 

日 厚生労働省(1名) 

援助機関(1) :    日 JICA(1名) 

企業(16) :       日(7名)、 越(14名) 

証書授与者(14) : 評価者(7名)、 合格者・修了者(15名) 

有識者(1) :      SESPP 事務局技術顧問 

事務局(1) :      JTB霞が関事業部 2名  (別途、日越通訳 1人) 
 
  
  
 
 

１． 今年度の成果(SESPP事務局) 

職業教育訓練総局(DEVT)による海外 ODAを受ける承認手続きの遅れから年度当初予定していた研修か 

ら変更し、SHTP-TCを中心とした業界検定という形式で実施した。 

・機械検査 3級技能評価トライアル SET/技能評価者認定 SAC  

1月 7日～9日、SHTP-TCにて実施。評価者 11名、評価者認定合格者 5名/受検者 9名、合格者 6名。 

・機械検査 3級技能評価技法研修 SEM 

1月 11日～13日、SHTP-TCにて実施。1月 11日～12日：評価者 8名、1月 13日：受講者 4名。 

・機械検査 3級技能評価トライアル SET 

1月 14日～16日、SHTP-TCにて実施。評価者 9名/受検者 12名、合格者 6名。 

 

 

２． 次年度実施に向けた提案(厚生労働省) 

➀ SESPP事業の最終目標：技能評価システム(技能競技大会・技能検定)を構築することにより、 

技能労働者の育成及び能力向上を図る 

➁ 技能競技大会・技能検定の目標 

  ・技能検定・・・SESPP協力職種の社内検定・業界検定の構築、2022年事業のフォローアップ 

  ・技能競技大会・・・技能競技実施体制の強化及び技能競技委員の評価能力のレベルアップ 

➂ 2023年度の事業実施案を提示 

・技能検定 

2022年度事業のフォローアップ： 機械検査 3級 SET/SAC、機械検査 2級 SAT/SET 

必要に応じ、新たな職種の社内検定・業界検定の構築への支援：シーケンス制御、CAD製図 

・技能競技大会(参考)・・・職種案：情報ネットワーク施工 

ベトナムでの専門家によるデモンストレーション・セミナー、技能競技委員の訓練、模擬競技の実施 

日本での国内技能五輪大会視察を含む 2週間の研修 

 

 

３． 官民合同委員会での主な意見 



（1） 今年度の機械検査 3級実施について 

・日本とベトナムの検定制度は、100％は一致しない。どのようなやり方がベトナムにとって一番良い方法か 

考えてきた。企業を中心とした検定、産業界を中心とした検定が日本にあるが、それを本年度はベトナム 

で試すことができた。ニーズがあれば他の職種の導入も検討したい。今までの実績からシーケンス制御、

機械製図(CAD作業)が候補となる。(厚生労働省・内野海外協力交渉専門官) 

・本年度はベトナム政府より 2021 年 12 月の新政令による海外からの ODA 事業に関する承認手続きを、

DVET(職業教育訓練総局)が完了することが出来ず、年度当初に計画した研修を実施することが出来なか

った。SHTP-TCおよび日系企業の協力のもと、機械検査３級の研修を実施することができた。 

機械検査職種は国家検定ではなく、将来的には業界検定という形で実施が期待されている。 

(SESPP事務局) 

 

（２） 現地機関・現地企業との意見交換 

  ・SHTP-TC はパーク内の企業に優秀な人材を提供することをミッションとしている。SESPP 事業の協力のもと、 

更なる人材育成に寄与したい。(SHTP-TC・Huy Director) 

・検定を実施するためには、SESPP事業のような人材育成に加え、インフラ整備が必要。 

 各企業内で検定を行うことで、事業のすそ野を広げる努力をする。 

 次の 3年間で新たに 10名の認定評価者を誕生させ、検定実施の基盤を作りたい。 

(SHTP-TC・Ban Expert) 

・2016年に金型作製メンバーへの教育が出来ないかと考えていたところ、SESPP事業を知り、2017年度か 

ら参加している。旋盤 3級、シーケンス制御（PLC）2級。機械検査 3級で計 23名合格者を出している。 

    本年度は、機械検査 3級の企業内検定を実施し 12名参加させることができた。厳格な雰囲気の中で評価

を受けたので、受検者には良い刺激になったことと思う。 

今後も SETに参加し、従業員の能力向上に SESPP事業を活用したい。 

(ミツバベトナム・山田 General Manager) 

  ・本年度 DVEＴの協力が得られなかったことは残念だが、企業の協力をいただきながら事業を推進できたこ 

とは喜ばしい。(JICA田島企画調査員) 

・精密医療機器製造を行っており、労働者の技能はとても重要。今後従業員を積極的に参加させたい。 

(ニプロ川島副社長) 

・Bing-Duong省で事業展開しているが、BECAMEX社でも研修を実施することは可能か？ 

(BECAMEX社・PHAM THUY LINH Director) 

検定はどこで実施しても同水準でなければならないので、同じ水準で実施できれば問題ない。 

(厚生労働省・内野海外協力交渉専門官) 

   

（３）機械検査 3級 SET/SAC/SEM受講者・合格者・評価者への証書授与 

  ・1 月に実施された機械検査 3 級の受講者、合格者、評価者への証書を厚生労働省・内野海外協力交渉専

門官より授与。 

    

 

４． まとめ 

 ・ SESPP 事業はベトナムの近代化、工業化に大きく貢献している。これからも SHTP-TC、関連企業、関連団体、 

SESPPが協力しあって、ベトナムのものづくり産業の発展に貢献していくようお願いしたい。 

(SHTP-TC・Ban Expert) 

 



 

以上、 


